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“HAIKAIJURON BENHISHO”




　“HAIKAIJURON,” written by Shiko, who is known as a controversialist among 
Bashoʼs disciples, made a great contribution to the propagation of “Shofu Haikai” in 
the Edo period. Shiko and his disciples had been giving lectures on “HAIKAIJURON” 
all over Japan throughout that period in order to teach ordinary people Haikai.
　However, “HAIKAIJURON” had been too difficult for us to understand and explicate 
for readers today. Moreover, we had only two explications of “HAIKAIJURON”—both 
published in Edo period （“JURONIBENSHO” and “JURONHATSUMO”）—from which 
to work with. Although we tried to explicate “HAIKAIJURON ”, there had been too few 
sources related to “Mino-ha”（Shikoʼs group）, thus far.
　In this paper, we are going to introduce and reprint the book called “HAIKAIJURON 
BENHISHO”. It is a transcript of a lecture on “HAIKAIJURON”. After analyzing this 
text, we found that all annotations were very close to Shikoʼs original theory. As a 
result,  we concluded that this work is ver y impor tant in understanding 
“HAIKAIJURON” and the actual situation surrounding Shikoʼs lectures. In other 
words, it might be consider another “JURONIBENSHO”. We are convinced that 

































































































































月夜の句が出たらば、七句目 月は花、他の季 月をすべし。 　極伝授。
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○圏点の格 　句作の平等なる物に有。○秀逸の印 　中で至極附方 是か非か危うい処にあり。畢竟判者の心
得が平等心を本として一軸にむかふ時、其一軸を前より奥まで
読ヨミ
て見て、 「是がよい」 「是はわるい」と、 はや「好悪」が生ずる也。其生ずる好悪の句を捨て、 何とも思 ざる句を吟味して、 次に 「好」とおもひ、 「悪」とおもふ句をかんで見れば、前 「好悪」がらり とけて見ゆる也。秘蔵の事也。応変論の荒増なり。



















○雅言のぬめり 　やさしい言のや にして、いやな言葉がある。 「そ
もじ殿」 「あむら」などゝいふ類也。




























































































































　　 さくらちる木下風は寒からで　　 空にし れぬ雪ぞふりける
   　　






















されたり。十八の切字と言事、 古式の法にて他流に専ら用る処也。我家の教は心の切字を用るなり。先師、 『露川責』といふ書 露川に送られし時、 「 「天永く地は」とめされよ」と異見など有。 「地は」と抱たる所に切字有。
　　　　桐の木にうづら鳴くなる塀の内
          　　
  
○
　　「桐の木や」とすれば桐の木のほ句なり。 「桐の木に」 、 是にて「に
まはし」とて切字になる也。 「桐木に」といふた所でうづらの句に成る也。猶此句に難問有。 「 『もみの木』とも『松の木』ともいふべし」と。さにあらず。 「桐の木」といふもので鶉の句也 田家の様がある也 「樅の木 等 てはとかく律院・禅林ど の場なり。是を以てほ句の心がけ料簡有べきと也。そこが姿也。
」
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○宗匠の法 　口伝別記。 　○第一は附心の道理か 　その座の頭たる人は、理にせまる句は先へ通




      　　　　












































○蟋蟀の法 　つまる所が「蟋蟀墻下 入る」といふ事 、七、 八月よ
り段々書立るやうなるもの

























































○三鼎の喩 　　　「始中終」なり。 　　○ものに「始中終」は 　天地




○情なし 　「始中終」 を尽したる故に情なし。我家は 「始終」 をいゝて、
ひとつを残す故に、淋しきもおかしきも余情にこめて優美を調ふ也。先づ発句を作って 余情が附くかつかぬかと考えてみるべし。「始中終」をいふ句は、何程しても余情なし。何が故に「始終」をいゝて「中」を残すぞ、是歌にては「余情」といゝ、俳諧には「にほひ」といふ。あるひは詞を残し、或は心をのこす。不角が句に
　　　　麦粉くふ傍にぐびつく鸚鵡かな　　是を案じてみよ。 余情なし。 口伝残すは理をいゝ残す也。 理をいゝ
詰れば理屈になるなり。
























「実」は趣向○「蛙」は題、 「古池」は趣向。 「飛びこむ水の音」 、句作なり。
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虚












　　　　声かれて猿の歯白し峯の月 　其角　　「声かれて」と言所、 「さる 歯白し」といふ所、 畢竟が「かれて」
といふ字に殊の外骨折、 「峯の月」に淋しき姿をうつして何やらけだかふ言た所、 手先に有。声 かれた猿
」
 ウの声は聞かるゝとも、
白い猿の歯がしつかりと見らるゝものでない。此「白し」といふが発句の姿 「虚」なり。 「声かれて猿 は」と切って、 「峯の月」
とも言べけれども、 「歯白し」といゝかけたもの故、おほく詞先になって、俳諧体なし。されども其時迄は其角、翁 血脉したる故、 いまだ本心うせず居るゆへに、 「声かれて」と聞た所も有。 「峯の月」と見た所も有けれども、元本心を失ふたる故に「猿の歯白し」と詞先に落 り。是皆「虚実の虚」から起る。
　　　　塩鯛の歯ぐきも寒し魚の店 　　翁　　眼前の浮んだ所の冬の店に、塩鯛の歯ぐきをむき出したる処寒し




　眼前実景 　口伝 　　発句を作るに、 かざるほど「実」を失ふて、 「虚」
になる。飾らねば「虚実の実」になり、かざれば「虚実の虚」になつて、 上手の場になりて秀逸はなき也。 「蛙飛び込」一作○ 歯ぐきも寒し」一作、是にて能々合点して、兎角一作〳〵にして仕立べし。猶も花といへば題、 「虚」 、白何々とすれば「実」 。平生にほ句の像は天地自然の道理は目の前にあれども 見付ぬ也。此故に昼夜常 時に心愚常住 観に工夫すべし 無常の急に分別を碎きて居るべし。 『太平記』の為明卿 三国志の魏の曹子達が如きも、平生心がけ有故
」
 ウに、其場に秀逸が出来る也。発句一つ仕

























































































発句にも在て、譬へば桜の題に立て、其場か、其人か、其時分か、其時節かと、八体を考えて普く見尽し 扨、趣向を見立て句作る也。是を一分の趣向といふ。然るを、古集にかゝり彼是する故に、 自分のしゆかうはなく、 人の趣向を
盗ヌス
むなり。題を得るや否、

















      　　　　









































































































　　是、前句の情に情を附る也。一句を立我家にては　　 寐臥は舩で楽に召さ ゝ　　 国替えの殿に猫まで附まとひ　　「舩」といふも に「国替」 、 趣向 「殿に猫まで」 、 是、 句作也。
「舩でめさるゝ」 の情を結んだは、 「何事ぞ殿」 とうけたり。 「召るゝ」といふ所を女中も乗て居ると見定、夫に猫まで 句作したる処は前句の用也。か様に用るなり。
　　　　　角前髪のにくいいも面
ラ


















































るにはあらず。其変化に驚かぬ也。 「変はある筈」と「虚」に居る故に、世界皆と知る也。非なる時は恨みず。 「実」に居ては変化に驚く也。故に世情が化につかは ゝ 虚」なれば五倫の変は常と見る故に化を使ふなり。不常を常とみるが第一也。
































































































　　　　古村は古き玄蕃の名を伝へ　　 木履はかせぬ雨の夕ぐれ　　是『ひさご集』に出る所、先師、翁へ尋給ふ 、翁驚給ひて、 「我
があやまち」とのたまふ。是眼前の内のものを趣向に附たり。引のけた時は一句が立ぬ也。前句の言外 なき 付るとは














○字門対類 　山川 　林木 　花と雪 　　此類なり。○長短に叶 　詞つきの長いと短かいとなり。○四六の文法 　四字と六字 対する也。○俳諧諷詞 　少し歌書を心得たるものは歌書の前書の如く似せ、経書
をこゝろ得たる人は長引
ンに、にへそこないになる也。唯、俗談
























































に、一句の情が起る故に、此句は活て来る。前句の一句に太平の情を、又太平 鎌倉にて付れば、行過る也。乱世にかへりてする時は、 死活の体明らかなり。しかし 「巴が母を送らせて」 、 是 「曲」
の附合也。常にはせぬ事也。 「平生地」にあらず。打越がその外むつかしき所にてする也。又、 「平生地」
　　　　朝の間は柴附馬にこみ合ふて　　
























































り、若は麓に居て訳しらぬもの也。しかし道を進むる者は嶺に居る。老俳は随分打崩し、麓の若俳 随分そだてゝ能所斗を引抜てすゝめ〳〵するが、勧善懲悪なり。老俳 媚たる処を憎み、若俳の得たる所を褒そだつるがよ 。

















































○風言 　口伝別記。○節は家々 家々の風体なり。○雅俗 　俗談平話のうちに 「雅」 と 「俗」 とが有也。 「肥て暑し は 「俗」 、














「曲節」を尽す也。平生「地」をいふは撰集に「曲節」をいはん為也。夫をひろい集めてするゆへ 行過る也。行過た末は になる也。 『為弁』に撰集の事に付て難陳有。















































　　　　逢坂の関の清水に影見えて まや牽らん望月の駒 　　　貫之　　 逢さかの関の岩角ふみならし山立いづる霧はらの駒 高遠　　二首ならべて窺はれけるは、拙者の句は初はことの外面白きやう


































耳にてははつきりとなき也。日野中納言資朝卿、東寺の門に雨舎りせられたりけるに、かたわもの共の集り居たるが 手も足もねぢゆがみ、うちかへりていづくも不具にことやうな を見て、とり〳〵にたぐひなき曲ものなり、花とする 足れ と思ひてまもり給ひける程に、頓て其興尽て見にくゝいぶせく覚えければ、唯淳に珍らしからぬ物にはしかずと思ひて帰りて後、此ほど植木を好みてことやうに曲折あるを堀捨てられけるとなり
」
 ウ
　第一心の塩梅を離れ一句の作の塩梅になづむなと言へる事也。　　 　　椿 色を奪ふはりも 　　といへる脇に　　 出代の日に其家の名を附
ケて
　　一句の姿のあんばいにかゝる故に、前句に背きてわろし。　　 出がはり 路地へ木履を呵られて　　是、前句の内 情を結びたる句作也。畢竟 趣向の姿に迷はざれ




























の流行にて新らしいすがたにしたがへば、其情新しくなる也。情に随ふ時は流行の手尓遠波行はれが きによつて、 古風になる也。姿にしたがへば新らしく、情 し がへば古風なり。
○連歌の姿 　禅僧などの観念観相ともいふべし。○俳諧の姿 　酒のみ諷 する姿なり。○草履と木履 　同じ道具也。しかし路道具が違ふ也。聊のちがい也。
我家には姿をもつて先とする故 たとへ詞は連歌のことばたりとも姿を先とせば構はず、口先ばかりにて情のみの句ならば、譬一句残らず俳の詞たりとも我家にはとらず。古風は口先斗にかゝつて、情は連歌 もつて行ふ故に 少し言葉美しければ、
」
 ウ「俳






の表にも此類の句は許すなり。悲しい哉、今余流には専ら恋の句を第一にして、三十六の内半ば恋にて果す。其上、人情等出されぬ詞 も遣ふは残念のこと也。又、 田舎辺の点者の評判を見るに、「俳うすし」 「俳なし」などゝ非書せる事、可笑甚敷也。















































処みるべし。詩歌も此姿を表とするなり。 「た へ情を先にするとも、姿を破る事なかれ」と定家の卿 おし 也。
　　　道のべに清水流るゝ柳かげしばしとてこそ立どまりけり
西行
　　　田一枚うへて立さる柳かな
 
翁
姿為弁　　一句の姿 　二句の姿 　三句の姿
  口伝別記
○古今一情 人間の七情は元来なけれども、物に動て出るものなり。
